
高 知 山 ～ 二 王 子 岳 山 行 記 録 

 

目的山域 高知山～二王子岳 期日 平成２０年３月９日（日） 
山行人 笠原正雄・HZU･ECB(小国山岳会)・LTQ･LOM(下越山岳会) 特記 終日快晴：雪山限定ルート 

 
地 点 名 時 刻 記               事 

与板～南俣集落 3:15～4:50 三条 ICから高速。南俣手前で道迷い数分ロス。既に駐車あり。LTQが待っていた。 

除雪 最終地 点 5:35 
歩き出し 

引き続き車が入って来る。やや遅れてHZU･ECB来る。無線機、ビーコン、プロー
ブを借りる。少し明るみが出て車道を進み壺足で雪のトレースに上がり、先行する。 

スノ ーシュ ー 
歩 行 6:05 水原からのショートスキーの若者としばらく話しながら進む。凍み雪道も樹林とな

るとぬかって来た。スノーシューを履いていると粟ケ岳さん一行がやって来た。 

３ 人 で 歩 く 6:35 林道は右岸から左岸に変わる。手前で後続スキー歩行のHZU･ECBVと一緒になる。
キジに入る。歩出しでストックを忘れそうになった。10分後皮手袋から毛手袋に。 

山 ノ 神 7:20 沢を数度左右に渡り３人で前後しながら進む。右に立派な杉木立の中に木製鳥居。

先行の LTQと LOMが待っていた。この後５人で進む。 

尾 根 取 付 き 7:35 
林道の先へとスキートレースがあったが、右の林に２本上山トレースがある。LOM
からどちらも合流すると聞き、４人とは違う先のトレースを上がる。小沢をはさん

で右の尾根を上がるメンバーの姿や声が樹間から確認出来た。無線交信をする。 

尾 根 合 流 点 8:10～8:35 右の木に赤テープマーキングが現れ、合流して痩せ尾根。HZUのビンデング破損、
ECB足不調で遅れた別ルートの皆を待ち、揃ったところで休憩。日焼止めを塗る。 

H675m ピーク 8:45 向かい側の展望が開け五頭山全貌が見える。ボンヤリと飯豊も見えた。 
約 770m ピーク 8:55 林間登りの途中小高い展望地。三王子ピークが見える。 
E C B を 待 つ 9:20～9:40 なかなか来ない。離れすぎるので、林間でHZUと待つ。ハタノしゃんが来た。 

   
   
   

 

 

 


